
1.事業細目:増養殖技術試験研究費(魚病対策研究) 予算額 1，182千円

2.研究名:アユピプリオ病ワクチン低濃度長時間法の有効性 予算区分 県単(B)

3.研究期間:平成2年度~ 年度 4.担当者:遠藤・太田(豊)

5. 目的

市販されているアユのピプリオ病不活化ワクチンについて低濃度長時間浸潰法の有効性を検討

し、用法・用量拡大の為の治験を得る。

6.方法

琵琶湖産アユ(平均体重1.57g、平均体長

46.6皿)を各実験区2kgずつ表1のとおりに

ワクチンを希釈し、漬浸して免疫を付与後、

屋外コンクリート製8トン池に収容し90日間

飼育した。その聞にワクチンの安全性および

ピプリオ病の自然発病の有無を観察した。

ワクチンの有効性の確認については、ピプ

リオ病の自然発病がなかった場合に、免疫付

与後70日固と90日目にピプリオ・アンギュイ

ラノレムA型 (pT -87050)を用いて人為感染

7.結果の概要

90日間の飼育期聞において生残率・飼料効

率・日間成長率等の飼育成績は、対照区実験

区とも大きな差は認められず、ワクチン投与

操作による飼育への影響は全く無く、ワクチ

ン自身の安全性は問題がない。

また、飼育期間中実験区1--4に弱いピプ

リオ病の発生が見られたが、分離したピプリ

オ菌はいずれもA型抗血清に凝集せずピプリ

オ・アンギュイラルムA型ではなかった。従っ

てワクチンの有効性については、ピプリオ・

アンギュイラノレムA型の人為感染による攻撃

試験によった。

この結果低濃度長時間法(実験区2--4)

はどの実験区でも従来の標準法(実験区1)

を上回ることはできなかった。特に卯日目の

攻撃試験では低濃度長時間法の実験区は有効

率50%を下回り、ワクチンの効果はなくなっ

ており、ワクチンの効果は70日程度と考えら

れる。

また、 70日目の有効率にしても低濃度長時

間法は70%前後と標準法の85%に比べてかな

り低く同等の有効性があるとは考えにくい。

従って本実験の400倍希釈の低濃度では漫演
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実験を行い、ピプリオ病によるへい死率の比

較により行った。

使用したワクチンは市販の日生研製アユの

ピプリオ病不活化ワクチンで、免疫付与時の

水温は19.6--19. 7"cであった。
なおこの実験は、全国湖沼河JII養殖研究会

アユ・ピプリオ病研究部会の連絡試験の一環

として行った。

時聞が10分でも20分でも60分でも有効性は認

められるが、標準法より低く、効果のある期

間も標準法より短く70日程度である。



8.主要成果の具体的データー

表1 実験設定

実験区 希釈倍率漫潰時間

対照区 一 一
実験区一 1! 1 0倍 2分
実験区一 21400倍 ! 1 O分
実験区一 31400倍 20分
実験区-41400倍 60分

表2 攻撃試験1(ワクチン投与後70日目)

攻撃..実.区候質 量量目盤 .へい.へい ~7'J;"'IIi:.J:畢有効串
(C刊r・1) 属EE 234587891・11 12 13 14 死尾政死事(1〉 へい莞鼠へい死事 f'，) 
対置区 271 8112  12711001271100 

3.0X10・3陣取区-1121 1 1 2 1 1 4 1 19. 01 4 1 19. 01 (81. 0) 
実.1i-21291 5 8 1 II 137.91 II 137.91 (82. 1) 
実ElE-3 1 215 1 11・4 1 1 1 1 7 1 88. 0 1 1 7 1 88. 0 1 (32. 0) 

封.1i!:129 1 8 8 2 6 122 1715.91 22 175.由
3.0X10・実.E-11271 3 1 3111.11 3111.1185.4 ..Ii -2 1 2 1 1 3 1 1 1 6 1 23. 8 1 5 1 23. B 1 8 B. 8 ，EZlli-3 1 22 1 2.3 15122.71 5122.7170.1 

対車区 301 1 2 1 1 1 1(1) 1 1 (1) 1 1 0 1 33. 3 1 B 1 28. 7 
3.0X 10' 実.18:-1 1 2 B 1 1 0 1 O. 0 1 0 1 O. 01 -
実.1i-21221 1 0 1 0.01 0 1 0.01 -，EZlli -3 1 2 1 1 1 0 1 O. 0 1 0 1 O. 0 1 -

耳t.時.，.温:2 L 6・・22.O'C 
包.飼育鼠問中咽*温 :19.15-21.0τ
( )肉由11:字陸ピアリョtI陣取tI-'t'由亮亡

表3 攻撃試験2 (ワクチン投与後90日目)

llI:lI..寓島区侠鼠 量量 8 11: .へい緯へいピプリオ鏑邑よ軍曹効$
(C町内1) 尾鼠 234667891・11 12 13 14 死属政死率(x) へい完障へい亮皐 (，，) 

対属医 291 24 4 1 1 29 1 100 1 29 1 100 
鼻血区-1 1 3 0 1 4 12 4 1 1 2 1 1 70. 0 1 2 1 1 70. 0 1 (30. 0) 

7.4XIslI.庫区-2 1 28 1 9 14 3 1 1 2 7 1 98. 4 1 27 1 96. 4 1 (.f;e. 6) 
..18:-3130 由 922 122173.3122173.31 (28.7) ，EE118: -4 1 30 1 7 12 4 3 1 2 8 1 86. 7 1 28 1 86. 7 1 (1 3. 3) 

対.Ii 1 3 0 1 10 11 5 1 2 1 2 9 1 9 8. 7 1 2 9 1 9 8. 7 ..Ii -1 1 3 0 1 3 3 1 1 (1) 1 9 1 3 O. 0 1 B 1 2 6. 7 1 7 2. 4 
7.4X 10・..Ii-2 1 32 1 1 8 3 2 1 1 2 1 1 8 1 58. 3 1 1 8 1 58. 3 1 4 1. 8 
実.1i-31301 445  2 1 118 153.31 16 153.31 44.9 ，ulli-41311 88  1 11514邑.41 16 148. 41 49.自

対周区 311 13332211  118161.8116151.8 ..Ii -1 1 3 0 1 3 (4)(2) (1) 1 1 0 1 33. 3 1 3 1 1 O. 0 1 (80. 8) 
7.4X10・.庫区-21301 1 3 2 (2)(1)1 9 110.01 6 120.01 (81. 2) 

実島区-31301 (3)(2)(1)(1)(1) 1 8 128.71 0 1 0.01(100.0) ，EEE区-41301 1 (1) 1 1 1 4 113. 31 3 110. 01 (8 O. 8) 

耳ta崎由*坦:20. 2→2 O. 5'C 
観禽飼育掴問中也水温:19.眉-20.3'C
( )肉骨政字はピプリオ膚E;(9S育園莞亡

9.今後の問題点

400倍の希釈では、標準法に比べ成績が良くないので希釈倍率を小さくする必要がある。今後と

もワクチンの改良には、アユのサイズ・希釈倍率・漫漬時間等コストも考えに入れた総合的な検

討が必要。

10.次年度の具体的計画

動生協として、低讃度長時間法は1∞倍希釈10分漫演を採用し申請することになったので、養殖 l

業者の池で野外臨床試験を行い申請用の治験データを取る。

-62-


	h2_061
	h2_062

